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 （2）                      ∫＝παろ
（3）       トπ／（3／2）・（α十ろ）一π1
と表わせるから，形状係数は
（4）       0＝／（3／2）・（α十ゐ）一／π／2／4．5
となる．ここで長径と短径の比
 （5）            々＝α／う
を使ってCを表わすと







               表1．濾胞胚の形状分析結果
形状係数      1．5未満  1．5以上（平均±SD）
Norma1         1．57±0．48
Adenoma        1．25±0．32
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花粉形態学における数学的解析
         静岡大学名誉教授上 野 実 朗
 I．形の 意義
 花粉の形は色々た変化をみせる．おのおのの花粉は1個の独立した細胞である．花粉の形は
下記の条件から重要な研究課題である．
 A 目的
 花粉の目的は受精して，種子をつくることである．したがってこの目的に合うようだ形をもっ
ている．
 B 機能
 上記の目的を果たすため独立した生活をいとむためのメカニズムを備えている．その仕掛を
作動させる機能を備えている．
 C 系統
